
 

小型漁船転覆死亡事故 

 

  平成２３年３月８日午後３時５３分頃，通航中のタンカーから今治市消防

本部を通じ「今治市大下瀬戸（おおげせと）付近で、漁船らしき船が転覆し

ている」との情報がありました。 

今治海上保安部から巡視艇を出動させ、転覆漁船の捜索を行ったところ、

午後４時３４分頃、今治市大下島（おおげしま）南方約４ｋｍの海上で、船

底を上に向けた状態で漂流している漁船を発見しました。 

  今治海上保安部巡視艇いまかぜ等により、転覆船を漁港まで曳航したのち、

呉海上保安部巡視船みささ潜水士が船体調査を実施したところ、午後９時３

７分頃、漁船船内にて船長（男性８５歳）を発見、収容しましたが、すでに

お亡くなりになられていました。 

  事故当時の現場海上は、波が高く荒れた状態でした。 

 

    【巡視船みささ潜水士による船体調査の状況】 

 
         

【発見現場位置図】 

 


